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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　対向するコンクリート構造物の打継目に沿って配置され、コンクリ－ト構造物の変位を

吸収するバルブと、当該対向するコンクリ－ト構造物の外面に当接され、前記バルブの左

右に形成された翼部と、この対向するコンクリート構造物中に埋設され、前記翼部に形成

された先端部に膨出部を備えた突起と、前記バルブと前記突起との間及び前記突起と前記

翼部端部との間の前記翼部に貼着され前記翼部の変形に追従する非加硫ブチルゴムと、よ

りなることを特徴とするコンクリ－ト構造物用耐震継手。

【請求項２】

　前記バルブは中空筒部である請求項１記載のコンクリ－ト構造物用耐震継手。

【請求項３】

　前記バルブは湾曲部である請求項１記載のコンクリ－ト構造物用耐震継手。

【請求項４】

　前記突起は左右翼部の同一側に形成された請求項１乃至３いずれか１記載のコンクリ－

ト構造物用耐震継手。

【請求項５】

　対向するコンクリート構造物の打継目に沿って請求項１記載の耐震継手が配置されるコ

ンクリ－ト構造物耐震継手の施工方法であり、コンクリート構造物の外側面に当該継手の

一方の翼部に形成した突起を埋設しつつコンクリートを打設し、次いで、これに対向する

コンクリート構造物の外側面に当該継手の他方の翼部に形成した突起を埋設しつつコンク
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リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 耐 震 継 手 の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 打 継 目 に 沿 っ て 付 設 さ れ 、 こ の 打 継 目 部 分 か ら の 水 の 侵

入 を 防 ぎ 、 耐 震 性 能 を 付 与 し た 帯 状 の 継 手 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 言 え ば 、 コ ン ク リ －

ト 構 造 物 の 打 継 目 の 際 の 先 付 け 耐 震 継 手 （ 以 下 、 不 都 合 で な い 限 り 単 に 継 手 と い う ） に 係

る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 隣 接 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 間 の 境 界 で あ る 打 継 目 部 分 へ 水 が 侵 入 す る と 、 例 え ば ト ン

ネ ル 、 建 築 物 等 の 内 部 に 漏 水 が 生 じ る こ と に な る 。 こ の 漏 水 を 防 ぐ 方 法 と し て コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 の 打 継 目 に 沿 っ て 帯 状 の 止 水 継 手 を 埋 設 す る 防 水 工 法 が 採 用 さ れ て い る （ 非 特 許

文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 防 水 ジ ャ － ナ ル （ １ ９ ９ ６ 年 ３ 月 号 ８ ５ ～ ８ ７ 頁 ）

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 防 水 工 法 の う ち 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 を 打 設 し た 後 、 防 水 工 法 と し て い わ ゆ る 角 型 可 撓

継 手 Ａ が 用 い ら れ て い る 。 か か る 角 型 可 撓 継 手 Ａ は 、 図 １ に 示 す よ う に コ ン ク リ － ト 構 造

物 ａ 、 ｂ の 打 継 目 の 目 地 ｃ を 跨 い で 取 り 付 け ら れ る も の で 、 繊 維 補 強 層 ｄ が 内 蔵 さ れ た ゴ

ム 部 材 ｅ で あ っ て 、 中 央 に 一 つ 或 い は 二 つ の 山 部 ｆ を 構 成 し 、 そ の 左 右 を 裾 部 ｇ と し た も

の で 、 こ の 裾 部 ｇ を 押 え 部 材 ｈ と ボ ル ト ｉ で 固 定 す る 方 法 が 取 ら れ て い る 。 従 っ て 、 角 型

可 撓 継 手 Ａ の 製 造 コ ス ト が 高 く 、 し か も 部 品 点 数 が 多 い こ と か ら 施 工 コ ス ト も 高 い も の で

あ っ た 。 更 に は 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 を 打 設 し た 後 に 施 工 さ れ 、 通 常 は そ の 施 工 も コ ン ク

リ － ト 構 造 物 の 内 側 よ り 行 う も の で あ り 、 打 設 さ れ た コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 外 側 は 防 水 手

段 が 行 わ れ な い 。 し か も 、 施 工 が 複 雑 で あ り 、 施 工 工 数 も 多 く 、 施 工 の た め の ス ペ － ス を

比 較 的 広 く 要 す る 等 が 指 摘 さ れ て お り 、 改 良 の 余 地 も あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 一 方 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 中 に 埋 設 す る 防 水 工 法 と し て は 伸 縮 止 水 板 Ｂ が あ る 。 伸 縮 止

水 板 Ｂ は 、 塩 化 ビ ニ ル 、 加 硫 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 か ら な り 、 図 １ に 示 す よ う に 中 央 に 伸 縮 部

ｍ と そ の 左 右 に 裾 部 ｎ と し た も の で あ り 、 裾 部 ｎ に は 突 起 ｐ を 備 え た も の で あ り 、 裾 部 ｎ

を コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 打 設 時 に 順 次 埋 設 す る も の で あ る 。 し か る に 、 こ の 工 法 に あ っ て

も 打 設 さ れ た コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 外 側 は 防 水 手 段 が 行 わ れ な い 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 近 年 、 上 記 の よ う な 防 水 工 法 に 代 わ る 新 た な 工 法 が 要 求 さ れ て お り 、 施 工 工 期 が 短 く 、

コ ス ト が よ り 安 い こ と 、 止 水 が 打 設 さ れ た コ ン ク リ － ト 構 造 物 に 対 し て 外 防 水 で あ る こ と

、 地 震 時 の 変 位 吸 収 が 大 き い こ と 、 こ の 変 位 吸 収 部 よ り 土 砂 が 流 入 し な い こ と 、 等 を 満 足

す る 防 水 工 法 が 求 め ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 係 る 防 水 工 法 に 適 す る コ ン ク リ － ト 構 造 物 用 の 先 付 け 耐 震 継 手 を 提 供 す る こ

と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 要 旨 は 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 用 先 付 け 耐 震 継 手 で あ っ て 、 対 向 す る コ ン

ク リ ー ト 構 造 物 の 打 継 目 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 変 位 を 吸 収 す る バ ル ブ

と 、 当 該 対 向 す る コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 外 面 に 当 接 さ れ 、 前 記 バ ル ブ の 左 右 に 形 成 さ れ た

翼 部 と 、 こ の 対 向 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 中 に 埋 設 さ れ 、 前 記 翼 部 に 形 成 さ れ た 先 端 部 に

膨 出 部 を 備 え た 突 起 と 、 前 記 バ ル ブ と 前 記 突 起 と の 間 及 び 前 記 突 起 と 前 記 翼 部 端 部 と の 間
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の 前 記 翼 部 に 貼 着 さ れ 前 記 翼 部 の 変 形 に 追 従 す る 非 加 硫 ブ チ ル ゴ ム と 、 よ り な る こ と を 特

徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 要 旨 は 、 対 向 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 打 継 目 に 沿 っ て 前 記 第 １ 発 明 の

耐 震 継 手 が 配 置 さ れ る コ ン ク リ － ト 構 造 物 耐 震 継 手 の 施 工 方 法 で あ り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造

物 の 外 側 面 に 当 該 継 手 の 一 方 の 翼 部 に 形 成 し た 突 起 を 埋 設 し つ つ コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 打

設 し 、 次 い で 、 こ れ に 対 向 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 外 側 面 に 当 該 継 手 の 他 方 の 翼 部 に 形

成 し た 突 起 を 埋 設 し つ つ コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 継 手 に よ れ ば 、 地 震 時 の 変 位 吸 収 が 大 き い こ と 、 こ の 変 位 吸 収 部 よ り 土

砂 が 流 入 し な い こ と 、 外 防 水 を 可 能 と し た 、 し か も 安 価 な 防 水 継 手 が 得 ら れ た も の で あ り

、 本 発 明 の 第 ２ の 防 水 工 法 に よ れ ば 、 施 工 工 期 が 短 く 、 施 工 コ ス ト が よ り 安 い こ と 、 止 水

が 打 設 さ れ た コ ン ク リ － ト 構 造 物 に 対 し て 外 防 水 で あ る こ と 、 を 満 足 す る 防 水 工 法 が 得 ら

れ た も の で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 近 年 に 至 り 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 耐 震 継 手 の 要 求 と し て 、 止 水 及 び 変 位 吸 収 を 目 的 と

し 、 先 付 け 施 工 が で き る 外 防 水 継 手 が 求 め ら れ 、 変 位 吸 収 に 対 し て は 、 伸 び が ６ ０ ｍ ｍ 、

圧 縮 １ ５ ｍ ｍ 、 沈 下 １ ５ ｍ ｍ 以 上 の 変 位 性 能 を 有 す る も の で 、 作 用 水 圧 ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ 以 上

の も の で あ り 、 し か も 、 変 位 吸 収 時 の 継 手 の 変 形 部 分 か ら 土 砂 の 侵 入 が な い こ と が 必 要 と

さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 継 手 は か か る 要 件 を 満 足 す る 構 造 を 有 し て い る も の で あ り 、 各 構 成 全 体

が ゴ ム 或 い は ゴ ム 様 の 樹 脂 材 料 で 一 体 に 成 形 さ れ た も の で あ る 。 通 常 は 押 出 機 に て 押 出 成

形 さ れ る も の が 特 に 好 ま し い が 、 場 合 に よ っ て は 長 尺 材 と し て 加 硫 （ 架 橋 ） 成 形 し た も の

で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 さ て 、 本 発 明 の 継 手 に あ っ て 、 先 ず 、 変 位 吸 収 の た め の バ ル ブ を 中 央 部 に 設 け た も の で

あ り 、 そ し て 、 止 水 の た め の 突 起 を バ ル ブ 両 端 に 形 成 し た 翼 部 に 配 置 す る 一 体 構 造 と し た

も の で あ る 。 中 央 の バ ル ブ は 、 オ メ ガ 型 、 台 型 、 折 り 返 し 型 形 状 と す る も の で あ り 、 変 位

吸 収 量 に よ り 大 き さ ・ 形 状 を 変 え る こ と が で き る 。 前 記 バ ル ブ は 閉 じ て い る こ と に よ り 変

形 時 及 び 変 形 後 も 土 砂 の 侵 入 を 防 止 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 そ し て 、 止 水 の た め の 突 起 は 左 右 翼 部 の 同 一 側 に 形 成 さ れ 、 先 端 に 膨 出 部 を 備 え て お り

、 埋 設 さ れ た コ ン ク リ － ト 構 造 物 か ら の 抜 け を 防 止 し 、 止 水 性 を 確 保 す る た め の 膨 出 部 を

有 す る も の で あ る 。 こ の 膨 出 部 は 、 作 用 水 圧 、 或 い は 伸 び の 作 用 に よ り コ ン ク リ － ト 構 造

物 中 に 食 い 込 む セ ル フ シ － ル 機 構 を も ち 、 こ れ に よ り 高 い 止 水 性 能 を 発 揮 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 継 手 は 前 記 し た よ う に 全 て の 構 成 を ゴ ム 又 は ゴ ム 様 の 可 撓 性 を 有 す る 樹 脂 を も

っ て 一 体 と し た も の で あ り 、 押 出 成 形 に よ っ て 長 尺 部 材 と し て 製 造 さ れ る も の で あ る 。 尚

、 バ ル ブ と 突 起 の 間 の 翼 部 表 面 や 突 起 端 部 に は 、 止 水 性 を 確 実 に す る た め に コ ン ク リ － ト

構 造 物 と の 付 着 性 に 優 れ る 非 加 硫 ブ チ ル ゴ ム を 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の コ ン ク リ － ト 構 造 物 用 先 付 け 耐 震 継 手 を 中 心 と し て 更 に 詳 細 に 説

明 す る 。 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ の 耐 震 継 手 Ｃ の 斜 視 図 で あ る 。 １ は コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 変

位 を 吸 収 す る バ ル ブ で あ り 、 逆 台 形 の 長 尺 の 中 空 部 １ ａ と な っ て い る 。 そ し て 、 逆 台 形 の

バ ル ブ １ の 底 辺 よ り 伸 び る 翼 部 ２ 、 ３ が 構 成 さ れ 、 バ ル ブ １ 側 に 突 起 ４ 、 ５ が 形 成 さ れ て

い る 。 そ し て 、 こ の 突 起 ４ 、 ５ に は そ の 先 端 に 台 形 の 膨 出 部 ６ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】

　 そ し て 、 図 ３ は コ ン ク リ － ト 構 造 物 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ に 突 起 ４ 、 ５ が 埋 設 さ れ た 際 の 断 面

図 で あ り 、 耐 震 継 手 Ｃ は コ ン ク リ － ト 構 造 物 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 外 表 面 に 配 置 さ れ 、 翼 部 ２

、 ３ 及 び バ ル ブ １ の 底 辺 が そ の 外 表 面 に 一 直 線 状 に 配 置 さ れ て い る 。 バ ル ブ １ は コ ン ク リ

－ ト 構 造 物 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 目 地 部 １ ０ ｃ に 対 応 し て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ４ は 目 地 部 １ ０ ｃ が 開 い た （ 伸 び た ） 場 合 に 継 手 Ｃ の 挙 動 を 示 す も の で あ り 、 突 起 ４

、 ５ は 夫 々 コ ン ク リ － ト 構 造 物 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ に 支 持 さ れ 、 こ れ に よ っ て バ ル ブ １ が 左 右

に 大 き く 伸 ば さ れ 、 そ の 変 形 に 追 従 す る こ と が で き る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ５ は 一 方 側 が 沈 下 し た 際 の 継 手 Ｃ の 挙 動 を 示 す も の で あ り 、 こ の 場 合 に は バ ル ブ １ が

斜 め に 伸 ば さ れ て 沈 下 に 追 従 す る こ と が で き た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 し か る に 、 上 記 の 図 ４ や 図 ５ に 示 す よ う に 、 継 手 Ｃ の バ ル ブ １ は 目 地 部 １ ０ ｃ に 対 し て

開 口 部 が な く 、 こ の た め 、 変 形 時 で も 変 形 が 戻 っ た 後 で も コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 外 側 の 土

砂 が 内 部 に 侵 入 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 従 来 の 内 防 水 技 術 で 用 い ら れ て い た よ う な 土

砂 の 流 入 防 止 材 等 は 全 く 必 要 が な く な る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ の よ う に 、 継 手 Ｃ の バ ル ブ １ に 変 形 が も た ら さ れ た 場 合 で も 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 １

０ ａ 、 １ ０ ｂ 内 の 突 起 ４ 、 ５ が 引 っ 張 ら れ る こ と に な り 、 膨 出 部 ６ が こ れ に よ っ て コ ン ク

リ － ト 構 造 物 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 突 起 ４ 、 ５ を 囲 む 面 に 強 圧 さ れ 、 こ こ に 止 水 効 果 が 発 揮 さ

れ る こ と に な る 。 こ れ は 継 手 Ｃ の 変 形 が 大 き く な れ ば そ れ だ け 強 く 接 触 す る こ と と な り 、

い わ ゆ る 楔 効 果 （ セ ル フ シ － ル 構 造 ） を 発 生 す る こ と と な る 。 こ の よ う に 、 止 水 突 起 に よ

る セ ル フ シ － ル 効 果 に よ り 極 め て 高 い 止 水 性 を 有 し 、 従 来 の 止 水 板 に 用 い た よ う な 押 え 板

等 の 固 定 部 材 が 不 要 と な っ た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 に あ っ て 、 特 に バ ル ブ １ を 中 央 部 に 備 え る も の で あ る が 、 そ の バ ル ブ １ の 形 状 も

前 記 し た 例 以 外 に も 種 々 考 え ら れ 、 継 手 に 加 わ る 伸 び 、 沈 下 等 に 耐 え 得 る も の で 、 非 開 口

構 造 の も の で あ れ ば 特 に 限 定 は な い 。 図 ６ は か か る バ ル ブ １ の 例 を 示 す も の で あ り 、 断 面

山 型 １ ｂ 、 断 面 椀 型 １ ｃ 、 断 面 溝 型 １ ｄ 、 断 面 円 筒 型 １ ｅ 等 が あ る 。 尚 、 閉 鎖 型 バ ル ブ の

場 合 に は 不 要 で は あ る が 、 開 放 型 バ ル ブ １ ｂ ～ １ ｄ の 場 合 に は 土 砂 流 入 防 止 材 が 必 要 と な

る 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 突 起 ４ 、 ５ は 翼 部 の 一 側 に 形 成 さ れ る が 、 膨 出 部 ６ の 他 の 形 状 と し て は 、 図 ７ に 示 す よ

う に 球 形 の も の や 円 錐 台 形 や 角 錐 台 形 の も の が あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 止 水 効 果 を 更 に 効 果 的 に す る に は 、 コ ン ク リ － ト 構 造 物 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 面 と の 継 手 Ｃ の

間 に 付 着 性 を も た せ る も の が 更 に 好 ま し く 、 図 ８ に て 示 す よ う に 翼 部 ２ 、 ３ に 例 え ば 非 加

硫 ブ チ ル ゴ ム 層 ７ を 貼 着 し て お く こ と に よ り 変 形 に 追 従 し 漏 水 の 原 因 と な る 水 道 が で き る

の を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 の 継 手 を 用 い た 施 工 方 法 に あ っ て は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 外 側 面 に 当 該 継 手 を

配 置 す る も の で あ り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 外 側 面 に 当 該 継 手 の 一 方 の 翼 部 に 形 成 し た 突

起 を 埋 設 し つ つ コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 打 設 し 、 次 い で 、 こ れ に 対 向 す る コ ン ク リ ー ト 構 造

物 の 外 側 面 に 当 該 継 手 の 他 方 の 翼 部 に 形 成 し た 突 起 を 埋 設 し つ つ コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 打

設 す る 施 工 方 法 で あ っ て 、 構 造 物 の 外 側 に 継 手 を 設 置 す る こ と に よ り 外 防 水 機 構 が 完 成 す

る も の で あ り 、 施 工 性 が 極 め て よ く 、 施 工 コ ス ト を 押 え る こ と が で き る 。 又 、 メ ン テ ナ ン

ス 状 も 外 防 水 で あ る た め に 特 に 優 れ た も の と な る 。 尚 、 場 合 に よ っ て は 、 左 右 の コ ン ク リ

ー ト 構 造 物 に 同 時 に 突 起 を 埋 設 す る よ う に し て コ ン ク リ － ト 構 造 物 を 打 設 す る こ と も 可 能

で あ る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 は 以 上 の よ う な 継 手 及 び こ れ を 用 い た 施 工 工 法 で あ り 、 道 路 ト ン ネ ル 、 共 同 溝 等

の 地 下 構 造 物 の 耐 震 性 能 の 向 上 が 顕 著 で あ る 。 そ し て 、 止 水 性 も 極 め て 安 価 に 提 供 で き る

も の で あ り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 間 に 大 き な 相 対 的 ず れ が 生 じ た 場 合 に も 、 高 い 止 水 性 を

維 持 す る こ と が で き る 。 そ し て 又 、 コ ス ト の 低 減 （ 材 料 費 、 施 工 費 の ダ ウ ン 、 工 期 短 縮 ）

が 顕 著 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 図 １ 】 図 １ は 従 来 の 継 手 の 施 工 時 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 継 手 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 図 ２ の 継 手 の 施 工 時 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 図 ２ の 継 手 が 伸 び た 場 合 に 継 手 の 挙 動 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 図 ２ の 継 手 が 沈 下 し た 場 合 に 継 手 の 挙 動 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 継 手 の バ ル ブ の 形 状 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 本 発 明 の 継 手 の 膨 出 部 の 形 状 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 本 発 明 の 継 手 の 好 ま し い 施 工 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 Ｃ 、 Ｄ ‥ 本 発 明 の 耐 震 継 手 、

　 １ 、 １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ 、 １ ｅ ‥ 中 空 バ ル ブ 、

　 ２ 、 ３ ‥ 翼 部 、

　 ４ 、 ５ ‥ 突 起 、

　 ６ ‥ 膨 出 部 、

　 ７ ‥ 非 加 硫 ブ チ ル ゴ ム 層 、

　 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ‥ コ ン ク リ － ト 構 造 物 、

　 １ ０ ｃ ‥ コ ン ク リ － ト 構 造 物 の 目 地 部 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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